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畜 産 事 業

生産基盤の維持・拡大と
販売力強化の取り組みJA全農ちばの取組状況

◇20周年を迎えた銘柄豚「房総ポーク」　～品質向上と販売促進に向けて～

ＪＡ全農ちばは、千葉県農協銘柄豚「房総ポーク」の認知度向上と消費拡大、生産者の生産性向上を 
はかります。また、生産者の所得向上を目指し、ＪＡおよび関係機関と連携した取り組みを行っています。

１．生産性向上に向けた取り組み
⑴　全農クリニック検査

　生産農場の健康診断として、農場の衛生状況や疾病要因を確認し、
疾病を抑制・コントロールすることによる健康的な肉豚生産を目的
にＪＡ・全農家畜衛生研究所・㈱科学飼料研究所と連携した衛生検
査に取り組みました。
　令和６年７月～10月：生産者ヒアリング（検査項目の要望など）
　令和６年10月～11月：各ステージごとの血液やふんの採材
　令和６年12月～令和７年２月：結果のフィードバックと意見交換

　　令和７年３月：全体衛生研修会

２．品質向上に向けた取り組み
⑴　枝肉研修会を開催

　昨年度から実施している枝肉研修会を本年度も開催しました。本
研修会は生産者の飼養技術と肉質の向上を目的とし、多くの生産者・
関係者が集まり、令和６年９月11日に㈱千葉県食肉公社で開催し
ました。
　各生産者の枝肉に対して、(公社)日本食肉格付協会から講評をい
ただき、自らの枝肉の状態や際立った肉質との比較などをおこない、
更なる品質の向上や均整化に向け取り組みました。

３．販売促進に向けた取り組み
⑴　20周年を記念した取り組み

　発足20周年を記念した取り組みとして、令和６年10月～11月・
令和７年１月～２月を応募期間として抽選で100名様に房総ポーク
の賞品を送るプレゼントキャンペーンを実施しました。
　本キャンペーンは、県内各ＪＡや房総ポーク販売促進協議会・畜
産関係団体の協力を得て、多方面のＨＰやＳＮＳ、広報誌等にチラ
シを掲載し、多くの組合員・消費者へ房総ポークを周知しました。

⑵　千葉県畜産フェアへ出店
　令和６年11月16日に、船橋競馬場で開催された千葉県畜産フェアに参加し、焼肉の試食販売をするとと
もに、房総ポークの知名度向上をはかりました。

⑶　販売先の展開
　ＪＡ全農ミートフーズ㈱と連携し、令和６年５月から㈱東急スト
アの42店舗で房総ポークの販売を開始しました。
　今年度は、東急ストアの販売促進として、生産者にも参加いただ
き、店頭での試食販売会を実施しました。
　このことで、更なる知名度の向上に取り組み、併せて店頭の販売
担当者の評価や消費者の声を生産者が直接確認することができ、生
産意欲の向上をはかりました。

引き続きＪＡ全農ちばは、生産基盤の維持・拡大と販売力強化に向けた取り組みをすすめてまいります。
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営農情報 野菜の病害防除情報

１．はじめに
２月は、気温が平年より高く推移する予報が気象庁から発表されています。施設の温湿度管理、

特に苗床では焼けや多湿に注意しましょう。また、今後アブラムシ・コナジラミ・アザミウマ類
等が徐々に発生し始めますので、圃場の確認を行いましょう。

２．きゅうり ─ コナジラミ類・アザミウマ類
タバココナジラミはウリ類退緑黄化ウイルス（CCYV）を、ミナミキイロアザミウマはメロ

ン黄化えそウイルス（MYSV）を媒介するなど、コナジラミ類やアザミウマ類はウイルスを媒
介する害虫です。害虫による直接的な被害と同時にこれらウイルス病の蔓延防止のためにも発
生初期の防除を徹底しましょう。

⑴　耕種的・物理的防除
薬剤による防除のみに頼ると、防除は不十分です。薬剤防除を行う前に発生源となる周辺

雑草の除去、施設への防虫ネット（0.4㎜が好ましい）の設置が重要な対策となります。また、 
コナジラミ類は黄色 、アザミウマ類は青色の粘着板による発生予察に努めましょう。

⑵　薬剤防除

葉に寄生するコナジラミ幼虫（左）と成虫（右） アザミウマ成虫

●きゅうり　コナジラミ類・アザミウマ類　防除薬剤
対象病害※1 IRACコード 薬剤名 希釈倍数※２ 使用時期 使用回数

■■コ

9B コルト顆粒水和剤 4000

収穫前日
まで

３回以内

4C トランスフォームフロアブル 1000 ２回以内

15 マッチ乳剤 2000 ３回以内

■■コ・■■ミナミ 4A ベストガード水溶剤 1000 ３回以内

■■コ・■■ア

6
アファーム乳剤 2000 ２回以内

アグリメック 500 ２回以内

28 ベネビアOD 2000 ３回以内

30 グレーシア乳剤 2000 ２回以内

■■■■ア UN プレオフロアブル 1000 ２回以内

※１　■■コ：コナジラミ類、■■ア：アザミウマ類、■■ミナミ：ミナミキイロアザミウマ
※２　登録のうち最大濃度を示す（例：1000～2000倍登録→1000）
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３．いちご ─ アザミウマ類・ハダニ類
⑴　アザミウマ類

ヒラズハナアザミウマは、いちごの花や果実を吸
汁し、変色や傷を引き起こす害虫です。湿度が高く
温暖な環境を好むため、適切な換気や雑草除去で発
生を抑えることが基本です。防虫ネットを使用して
侵入を防ぐほか、スワルスキーカブリダニなど天敵
を活用する生物的防除も効果的です。また、青色粘着トラップを設置することで飛来個体を
捕らえ、発生状況をモニタリングできます。農薬を使用する場合は、スピノエース顆粒水和
剤（IRAC：5）など登録薬剤をローテーションで使い、抵抗性の発生を防ぐことが重要です。
これらを組み合わせ、健全で高品質ないちご栽培を実現しましょう。

⑵　ハダニ類
ハダニ類はいちごの葉裏で汁を吸い、葉を黄化・枯死させ、生育や収量に大きな被害を与

えます。ハウス栽培いちごでは、休眠性を有するナミハダニ、カンザワハダニとも２月頃から
休眠から離脱します。２月下旬から発生が増加するので、初期防除を徹底しましょう。乾燥し
た環境で増えやすいため、湿度管理や適度な散水、換気を徹底することも基本的な予防策で
す。また、雑草や栽培残渣は発生源となるため、早めに除去することが重要です。生物的防除
では、チリカブリダニやミヤコカブリダニといった天敵を活用することで効果的に抑制が可能
です。発生が進行した場合には、抵抗性がつかないようローテーションで農薬散布しましょう。

●いちご　アザミウマ類　防除薬剤
IRACコード 薬剤名 希釈倍数※ 使用時期 使用回数

4A モスピラン顆粒水溶剤 2000

収穫前日
まで

２回以内

5
スピノエース顆粒水和剤 5000 ２回以内

ディアナSC 2500 ２回以内

15 マッチ乳剤 1000 ４回以内

28 ベネビアOD 2000 ３回以内

30 グレーシア乳剤 2000 ２回以内

※　登録のうち最大濃度を示す（例：1000～2000倍登録→1000）

●いちご　ハダニ類　防除薬剤
IRACコード 薬剤名 希釈倍数※ 使用時期 使用回数

6 コロマイト水和剤 2000

収穫前日
まで

２回以内

20B カネマイトフロアブル 1000 １回以内

25B ダニコングフロアブル 3000 １回以内

33 ダニオーテフロアブル 2000 ２回以内

※　登録のうち最大濃度を示す（例：1000～2000倍登録→1000）
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４．にんじん（トンネル栽培） ─ ヒョウタンゾウムシ
ヒョウタンゾウムシの多くは圃場外から

侵入し、畝内へ入ってきます。2024年９月
にトクチオン細粒剤Ｆが適用拡大されまし
た。マルチの隙間や土の塊の下に潜ってい
ることが多い害虫です。トンネル除去前後
の発生状況を確認しつつ、成虫防除として、
トクチオン細粒剤Ｆまたはコテツフロアブルの散布を行いましょう。

●にんじん　ヒョウタンゾウムシ　防除薬剤
IRACコード 薬剤名 希釈倍数※ 使用時期 使用回数 備考

１B トクチオン細粒剤F 6kg/10a 収穫21日前 ２回以内 株元散布

13 コテツフロアブル 2000 収穫前日 ２回以内 成虫防除剤

22B アクセルフロアブル 1000 収穫前日 ３回以内 成虫防除剤

※　登録のうち最大濃度を示す（例：1000～2000倍登録→1000）

５．じゃがいも ─ 種いも消毒・圃場準備
⑴　種いも準備

種いもが届いたらすぐに開封し、通気性の良い、高温にならない場所で保管しましょう。
また、湿気がこもらないよう、ビニールシート等を被せるのは避けましょう。

⑵　種いも消毒
種いも切断と併せて行いましょう。種いもの切断は植付１～２日前に40ｇを目安に、２～３

個の芽が残るように行いましょう。腐敗防止のために、切断後は日陰で切り口を乾かします。

ア．浸漬処理の場合（種いも切断前に処理）
・アタッキン水和剤：40倍液に５～10秒間種いも浸漬を行う。処理後は風通しの良い場所

で乾燥させる。種いもを切断する場合は処理した薬剤が十分に乾い
てから行う。

イ．粉衣処理の場合（種いも切断後に処理）
・バリダシン粉剤DL：種いも重量の0.3%を粉衣する。（種いも20kgなら60g）

切断した種いもは断面が乾いてから処理する。

⑶　圃場防除薬剤
ア．土壌消毒剤
【ポリ・ビニールで被覆し、十分な被覆期間を置く。クロルピクリン剤は被覆必須。】
・クロールピクリン：１穴あたり２～３ml（圃場）
・ガスタード（バスアミド）微粒剤：20～30kg/10a・植付21日前まで

イ．土壌処理殺菌剤
・フロンサイド粉剤：30～40kg/10a・植付前・全面土壌混和
・ネビジン粉剤：60kg/10a・植付時・全面土壌混和
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１月の販売経過

東京都中央卸売市場の野菜・果実入荷量および単価（１月）

青 果 物

園芸情報 販売経過および情勢

ＪＡ全農ちばの販売状況（１月）
数　　　量 単　　　価 取　扱　額

（ｔ） 前年比（％） （円／㎏） 前年比（％） （百万円） 前年比（％）
野 菜 計 30,028 88 229 142 6,878 143
果 実 計 161 79 1,635 120 264 95
だ い こ ん 8,812 104 121 180 1,065 186
に ん じ ん 7,057 85 177 163 1,252 138
キ ャ ベ ツ 5,256 69 223 318 1,171 218
ほうれん草 142 89 535 149 76 133
ね ぎ 1,593 90 477 154 760 139
春 菊 130 135 869 120 113 115
レ タ ス 689 96 414 179 286 171
パ セ リ 20 28 2,046 218 41 159
な ば な 89 68 1,065 146 94 99
き ゅ う り 1,406 103 422 102 593 105
ト マ ト 255 89 416 166 106 147
さつまいも 2,758 99 238 109 656 107
い ち ご 161 80 1,635 119 264 95

数　　　量 単　　　価
（ｔ） 前年比（％） （円／㎏） 前年比（％）

野　　　菜 95,865 89 357 143
果　　　実 26,933 88 719 125

１月の気温は、北日本を中心に寒気の影響が弱く、暖
かい空気が流れ込んだ時期もあったため、北日本でかな
り高く、東日本では高くなりました。降水量は、低気圧
の影響を受けにくかったため、西日本日本海側でかなり
少なく、東・西日本太平洋側で少なくなりました。
日照時間は、高気圧に覆われた日もあったため、北・東・

西日本日本海側と東・西日本太平洋側でかなり多く、北
日本太平洋側で多くなりました。特に、西日本太平洋側
では1946年の統計開始以降で１月として１位の多照と
なったほか、西日本日本海側では１月としては１位タイとなりました。降雪量は、冬型の気圧配置が長続
きせず寒気の影響が弱かったため、北・東日本日本海側で少なくなりました。
東京都中央卸売市場の野菜の入荷量は、９万5,865ｔ（前年比89%）と、前年を下回りました。野菜全

般的に冬場の低温・干ばつの影響を受けて肥大不足や作柄不良が目立ち、ブロッコリー（前年比57%）・
キャベツ類（前年比76%）・ばれいしょ類（86%）等は前年を大幅に下回りました。価格は絶対量不足か
ら357円（前年比143%）と前年を大きく上回る価格で推移しました。
東京都中央卸売市場の果実全体の入荷量は、2万6,933ｔ（前年比88%）となりました。　
うち国産果実は、2万5,075ｔ（前年比89%）、輸入果実は1,857ｔ（前年比94%）と前年同月に比べて

減少しました。価格は果実全体では719円/㎏で125%と前年を上回りました。
※数値は何れも東京都中央卸売市場統計データによる

気温
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多

かなり

多

かなり

多

かなり

多

かなり

多

かなり

多

かなり

高

かなり

高

高

高

少

少

少

かなり
少

少

少

55

月刊アグリ情報“ちば”令和７年２月15日発行（毎月１回15日）通巻第176号

園
芸
情
報



月主要品目
作付動向・作柄状況

見通し基準（前年対比）
多・高

やや多・やや高
並

やや少・やや安
少・安

＋ 10％以上
＋５％～ 10％

±５％以内
－５％～ 10％
－ 10％以上

入荷量・価格は
東京都中央卸売
市場の集計です

２

品　　目
入荷量（t） 単価（円／㎏）

主産地 作 柄 お よ び 概 況
当年見通し 前年実績 当年見通し 前年実績

キ ャ ベ ツ やや少 14,417 やや高 95
愛 知 
千 葉 
神奈川

各産地ともに肥大化がすすまず、入荷量は前
年を下回る見込み。輸入の増加により業務需
要は落ち着いたものの、量販からの引き合い
もあり、価格は前年を上回る見込み。

だ い こ ん 並 8,462 やや高 91 千 葉 
神奈川

千葉は露地とトンネルの切り替え時期であるた
め、出荷量は少ない見込み。販売環境は高値
反動から鈍いが、全体的には出荷量も落ち着く
ため、堅調な販売展開を見込む。

に ん じ ん やや少 5,499 高 136 千 葉

細物傾向で掘り取りが前進しているため、例
年より切り上がりが早く、少ない入荷を見込
む。量販店の荷動きは鈍いが、入荷量が少なく、
前年を上回る価格を見込む。

ト マ ト 並 4,897 並 377
熊 本 
栃 木 
愛 知

各産地で春作の生育は順調に進んでおり、前
年並みの出荷が見込まれる。販売は下旬以降
の気温の上昇から春商材としての需要が高ま
り、荷動きの活発化が期待される。

き ゅ う り やや少 4,045 並 497
宮 崎 
群 馬 
千 葉

西南暖地・千葉の越冬作が中心。北関東産の
生育は順調で、中下旬にピークを迎える。天
候次第で増減は大きくなるが、入荷は前年を
やや下回り、価格は前年並みを見込む。

ね ぎ 並 4,087 やや安 340
千 葉 
埼 玉 
茨 城

各産地とも適雨により肥大が進み、太物傾向
となり、前年並みの入荷が予想される。価格は、
小売店・量販店の荷動きが鈍く、前年をやや
下回る見込み。

ほ う れ ん 草 やや少 1,659 やや高 427 群 馬 
茨 城

一部地域では低温・乾燥により生育が緩慢と
なっており、入荷量は前年をやや下回る見込
み。野菜全般の高値基調や絶対量不足の影響
で、価格は前年をやや上回る見込み。

パ セ リ 少 43 やや高 941 千 葉 
静 岡

株の枯死や腐り等の作柄不良の影響で前年を
下回る入荷量となる見込み。価格は、高値疲
れから荷動きは鈍いものの、絶対量不足から
前年をやや上回る見込み。

春 菊 やや少 194 やや高 744
千 葉 
栃 木 
茨 城

冬場の寒波の影響で各産地少ない出荷となり、
前年を下回る入荷量を見込む。冷え込みによ
る鍋需要の喚起と、入荷量の少なさから価格
は前年をやや上回る見込み。

レ タ ス やや少 5,344 やや高 176 静 岡 
茨 城

茨城の春作が中旬より増加となるも、秋冬作
が干ばつの影響で作柄不良となり、入荷量は
前年をやや下回る見込み。価格は数量不足か
ら前年をやや上回る見込み。

な ば な やや多 309 並 903 千 葉 
徳 島

乾燥等の影響で生育は遅れていたが、下旬以
降は節句需要に向けて次第に増加し、入荷量
は前年をやや上回る見込み。品質劣化が懸念
されるが、価格は前年並みの見込み。

さ つ ま い も 並 3,368 やや安 255 千 葉 
茨 城

生育期の乾燥による肥大不足が散見されるが、
作付けが増えている産地もあり、入荷量は前年
並を見込む。形状不良や正品率の低下が目立
ち、価格は前年をやや下回る見込み。

い ち ご 並 4,509 並 1,615 栃 木 
茨 城

各産地で２番果の出荷が本格化し、順調な出
荷が見込まれる。価格は徐々に弱めの傾向と
なるが、下旬以降はひな祭り需要に向けて引
き合いが強まる見込み。
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◆１月の販売経過【切花】
昨年については、暖冬の影響から出荷量が多く、成人式等で需要のある一部の品目を除いては

厳しい販売となりました
本年は、初市が土曜日と変則的であったことから、産地によっては物流の都合により出荷が週

明けになるなどバラツキのある出荷開始となりました。また、年内から続く生育遅れの影響もあり、
上旬については出荷量が安定せず単価高で推移しました。中旬については、イベントや行事も少
なく、業務の動きは鈍いものとなりましたが、出荷量がまとまらなかったため、不足感が強く安
定した販売となりました。下旬においては、徐々に出荷量が増えてきたことにより、若干荷動き
は落ち着いたものの平年を上回る価格での販売が続きました。

◆今後の見通し（３月）【切花】
　３月は桃の節句から始まり、仏花需要のある春の彼岸、卒業式や歓送迎会な
ど行事・イベントが多く、和花・洋花ともに積極的な取引がされる月となります。
　本年においては、近年気温の上昇が早く生育が前進する傾向にあるため、春
の彼岸需要期前に数量がまとまる可能性があり、需要期に不足感が出ることが
懸念されます。販売については、物価上昇の影響から、家庭消費の動きは鈍く
なる見込みであるものの、行事・イベントが多いため月を通しての荷動きは活
発となる見込みです。

◆今後の見通し（３月）【品目別】

品　　目 作 柄 お よ び 概 況

ス ト ッ ク

千葉を中心に愛知などからの出荷。
生育遅れが見られるものの、気温上昇となれば開花が進み、出荷量は平年
並みとなる見込み。
彼岸、年度末需要を中心に安定した販売となる見込み。

キ ン セ ン カ
千葉を中心とした出荷。
生産者の高齢化や作付面積の減少により、出荷量は平年を下回る見込み。
彼岸需要を中心に安定した販売となる見込み。

カーネーション

千葉、愛知、長崎、静岡などからの出荷。
生育は順調であり、品質についても安定するため、出荷量は平年並みとな
る見込み。
卒業式や歓送迎会需要中心に安定した販売となる見込み。

金 魚 草

千葉、埼玉、群馬などからの出荷。
気温上昇による品質の低下が懸念されるものの、生育については概ね順調
であり、出荷量は平年並みとなる見込み。
歓送迎会需要を中心に安定した販売となる見込み。

花　販売情勢
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米 穀 情 勢米穀情報

１．６年産農産物検査結果について（12月末時点）
農林水産省が公表した令和６年12月末時点での農産物検査数は、375万９千ｔと、前年同月末と比

較し６万２千ｔ減少しています。昨年12月10日に公表された６年産主食用米の収穫量は679万２千ｔ
と前年産より18万２千ｔ増加しており、縁故米等の未検査流通が拡大していることが確認できますが、
民間在庫量ほどの減少量がないことから、前述のとおり、農林水産省も把握できていない流通量が存
在するものと考えられます。

また、６年産飼料用米の検査数は46万ｔと前年同月末から21万２千ｔ減少しています。今後の検査
見込分も含め約50万ｔ程度の飼料用米が７年産で更に主食用米へ回帰すると、需給見通しは大幅に変
動する可能性があります。

●水稲うるち玄米 （単位：トン、％）

６年産 ５年産 検査数
前年同期比

（12月末時点）
検査数

（12月末時点）
等級比率 検査数

（12月末時点）
１等
比率１等 ２等 ３等 規格外

全国　計 3,759,294 75.9% 19.4% 3.5% 1.2% 3,821,407 61.3% 98.4%

千　葉 163,580 78.3% 19.3% 2.0% 0.5% 148,098 87.6% 110.5%

ふさおとめ 19,193 86.9% 11.2% 1.5% 0.4% 18,376 92.1% 104.4%

ふさこがね 52,774 75.5% 22.3% 2.0% 0.3% 40,886 89.5% 129.1%

コシヒカリ 68,995 79.0% 18.9% 1.7% 0.4% 70,005 86.7% 98.6%

粒 す け 9,261 76.7% 20.7% 2.1% 0.4% 7,628 83.9% 121.4%

●飼料用もみおよび飼料用玄米 （単位：トン、％）

６年産 ５年産 検査数
前年同期比

（12月末時点）
検査数

（単純計）
検査数

（単純計）もみ 玄米 もみ 玄米

全国　計 460,366 58,405 401,961 672,495 70,094 602,401 68.5%

千　葉 38,019 3,027 34,992 60,057 2,776 57,281 63.3%

２．令和７年播き水稲種子「粒すけ」注文受付の終了について
６年産水稲種子については、台風での稲の倒伏による籾の擦れ、カメムシ被害による褐変等、調整

段階での歩止まり低下により採取計画を下回りました。
また、飼料用米から主食用米への回帰が想定以上の数量であり、さらに当用受注も増加したことから、

８年播きのための備蓄用をとりやめ全量出荷しても、７年播き水稲種子「粒すけ」については追加注
文に対応できない状況となりました。

このため、作期が同等であるコシヒカリを代替品種としてご提案します。生産者の皆さまにはご迷
惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
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４．政府備蓄米放出について
31日に農林水産省は、政府備蓄米の放出に向けた新制度の概要を公表しました。価格高騰が続く中、

大凶作などに限っていた方針から転換し、１年以内に同量を買い戻すことを条件として全国農業協同
組合連合会などの集荷業者へ売り渡す運用を想定しております。民間在庫を正確に把握するため、調
査対象を生産者や小規模な卸売業者などにも広げる模様です。

農林水産省が備蓄米運用を定めた基本指針の変更案を同省食糧部会に示しました。著しい不作といっ
た従来の基準に加え「円滑な流通に支障が生じる場合」にも放出を認めることとしました。売り渡し
価格や数量などの詳細については、２月14日に示される予定となっています。

　 （単位：万トン）

項　目 算　式 10月基本方針 １月基本方針

Ｒ
６
／
７
年

６年６月末民間在庫量 Ａ 153 153 

６年産主食用米等生産量 Ｂ 683 679 

供給量計 Ｃ＝Ａ＋Ｂ 836 832 

需要量 Ｄ 674 674 

７年６月末民間在庫量 Ｅ＝Ｃ－Ｄ 162 158 

Ｒ
７
／
８ 

７年６月末民間在庫量 Ｅ 162 158 

７年産主食用米等生産量 Ｆ 683 683 

供給量計 Ｇ＝Ｅ＋Ｆ 846 841 

需要量 Ｈ 663 663 

８年６月末民間在庫量 Ｉ＝Ｇ－Ｈ 182 178 
注）ラウンドの関係で加減が一致しない箇所がある。

３．令和６/７年および令和７/８年の主食用米等の需給見通し
（１月31日食料部会）

令和６年産主食用米等の生産量については、前回の食料部会で683万ｔと設定されていましたが、直
近の食糧部会で、679万ｔに下方修正されたことを踏まえ、米の基本指針における需要見通しも修正と
なりました。

令和６/７年の需要見通しについては、「人口推計（総務省）」の概算値に「日本の将来推計人口（国
立社会保障・人口問題研究所）」の総人口の減少率を乗じて算定した人口と、1人当たり消費量を基に
674万ｔと推計しました。

上記のことから令和７年６月末民間在庫量は158万ｔと見通されています。
令和７年産の主食用米等の生産量については令和６年10月に基本指針で設定された683万ｔで変更

はなく、需要量は従来の算出方法より663万ｔと設定されました。
それにより、令和８年６月末民間在庫量は178万ｔと設定されました。

フードバンクちばへ県産コシヒカリ・粒すけを贈呈フードバンクちばへ県産コシヒカリ・粒すけを贈呈
　ＪＡ全農ちばは昨年12月20日（金）、フードバンクちば（千葉市）へ「千葉米食味
コンクール」（同年12月開催）に出品された「コシヒカリ」・「粒すけ」合わせて900
㎏米を贈呈しました。この取り組みによって、千葉県の福祉施設や生活困窮者への
食品支援を行い、県内生産者が丹精込めて育てた千葉の良食味米をPRしています。
　ＪＡ全農ちばは、今後も食を通じた社会貢献に努め、県産農畜産物のＰＲに取り
組んでまいります。
※同コンクールは、ＪＡ全農ちばと千葉県・需要拡大推進協議会が開催しています。
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秋冬どりねぎの肥料について肥料情報

詳しい使い方については最寄りのＪＡにお問い合わせください

ねぎ専用の『元肥重点型肥料』を活用して作業の省力化！
ねぎの秋冬どり栽培では追肥を 3 ～ 4 回必要とされておりますが、
暑い時期に圃場へ入ると病気のリスクが高まります。

施用時期 チッソ リン酸 カリ

元肥 ４月下旬 3 17 3

追肥 ７月上旬 3 ３ ３

８月中旬 ３ ３ ３

９月中旬 ３ ３ ３

10月中旬 ４ ４ ４

計 16 30 16
千葉県HP主要農作物等施肥基準（平成31年３月改訂）より

『元肥重点型肥料』の活用事例
パターン①
３～４月：元肥重点型肥料(元肥)
９月：低度化成(追肥)
10月～11月：高度化成(追肥)

パターン②
３～４月：元肥重点型肥料(元肥分施)
６～７月：元肥重点型肥料(元肥分施)
11月：高度化成(追肥)

『元肥重点型肥料』を活用することで追肥回数を減らすことが可能！
☆秋冬どりねぎにおける『元肥重点型肥料』施用時のポイント
◦９月頃の追肥はねぎの生育状況を見ながら施肥量を調節しましょう。はじめは低度化成がオススメです。
◦収穫時期が近い10～11月頃の追肥は速効性肥料を施用することでねぎの仕上がりが良くなります。

☆エコマスター葱・玉葱専用
15kg袋
N-P-K　14-8-4
チッソの肥効：90～140日
緩効性チッソはハイパーCDUを配合。
有機質原料と豚ぷん堆肥入りなので、
土づくり効果が期待できる。

☆SCねぎ専用047
20kg袋
N-P-K-Mg　10-14-7-1
チッソの肥効：140日
緩効性チッソは徐々に溶出する硫黄被
覆尿素を配合。硫黄被膜は自然界で
分解されるので圃場に殻が残らない。

☆ホワイトエース３号
20kg袋
N-P-K　17-8-10
チッソの肥効：140日
速効性チッソとコーティング肥料（ロ
ング）を配合。カリは全量コーティ
ングされており、緩やかに溶出される。

☆野菜の達人
15kg袋
N-P-K　15-14-10
夜つゆ程度の水分で溶けるので、
乾燥期でもすぐに肥効を発揮。
葉色の向上が期待できる。

『ねぎ専用元肥重点型肥料』のラインナップ

ねぎの追肥にオススメ！

☆ねぎの秋冬どり栽培の施肥基準
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資材情報 水田用自動給水装置「アクアポート」
省力化資材のご紹介

Aquaport（アクアポート）で水田の水管理が楽々‼　取付簡単‼
指定の水位で自動給止水するので、圃場に足を運ぶ手間が省けます。

１．特　徴
自動給水・止水：上下２つの水位センサーにより自動で給水と止水を行います。
簡単設置：塩ビ管（VU管100A）に接続するだけで設置が完了します。
電池駆動：電池で稼働するので、天候に左右されず安定して動作します。
　　　　　単一アルカリ乾電池４本で１シーズン稼働します。
高い防水性：高い防水性を持ち、風雨に耐えることができます。

 

２．使用方法
設置：本体を塩ビ管に接続し、希望
の水位に合わせてセンサーの位置を
調整します。電源を入れるだけで動
作を開始します。
　

操作：自動モードでは水位センサー
で検知した水位に応じてゲートが開
閉し、給止水を行います。給水・止
水モードでは水位に関係なくゲート
が開閉します。
　

３．留意点
◦スマホなどへのお知らせ機能はありませんので、定期的な圃場確認が必要

です。
◦開放水路専用の製品のため、パイプライン圃場では原則使用できません。
◦センサー周囲には鉢底ネットを巻いて設置いただく事を推奨しています。

お問い合わせはお気軽に最寄りのJAまたはJA全農ちば資材課（043-245-7379）へご連絡ください

★設置事例等詳細は下記のURLまたはQRコードからご覧いただけます★
北菱電興　アクアポート　https://www.hokuryodenko.co.jp/aquaport/

設置編動画▶

水位センサー運用編動画▶

設置

操作
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令和 6年元旦には能登半島地震が起こり大きな被害をもたらしたことは記憶に新しいです。 
さらに、令和 7年は「阪神・淡路大震災」から 30年、「新潟中越沖地震」から 20年の節目の年です。 
事前に備蓄品や防災カバンを準備する、防災マップを確認するなど、事前の対策が必要となります。 

急な避難に対応できるように、非常用持ち出し品を１人分ずつリュックサックなどにまとめ、 
避難に支障のない重さとなるよう、分量は一人ひとりに合わせて調節しておきましょう。 

 

非常用持ち出し袋とは︖

いつ何時、大きな災害が襲ってくるかわからない中、

大切なことは「防災意識」を持つことです。

ＪＡグループ千葉統一広報
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１月18日（土）～19日（日）、

そごう千葉店６階催事場にて“ひと

足早い房総の春を告げる花の祭典”として「第

45回千葉県フラワーフェスティバル」が開

催されました。

フェスティバルに際し、県内生産者が愛

情を注いで育て上げた花々323点の出品、厳

正な審査が行われ、各賞が決定しました。作

品展示や販売会、ワークショップが行われ、

華やかで活気ある祭典となりました。

TOPICSTOPICS

TOPICSTOPICS

ＪＡ全農ちばは千葉県産越冬きゅうりの出荷本

格化に伴い、「いいきゅうりの日」に合わせ、１

月18日(土)、19日（日）に消費宣伝を実施しました。

千葉県内の澤光青果３店舗および東京都内のよしや１店

舗にて開催し、試食では白菜とりんご、きゅうりを混ぜ、

マヨネーズ和えにしたサラダを提供しました。試食したお

客さまからは「シャキシャキしていて食感が良い」「りん

ごときゅうりの相性が良い」との声をいただきました。

また、澤光青果では「きゅうりの温レシピ選手権」をア

ンケート形式にて実施。「おにぎり」「味噌汁」「生姜スープ」

「ベーコン炒め」の４種類の中から１つをお客さまに選ん

でいただきました。

その結果、「生姜スープ」という回答が最も多く、「生姜スープは体が温まるのでこの時期にピッタリ！

きゅうりもスープと相性が良さそうなので、是非入れてみたい」等のご感想をお寄せいただきました。

引き続き、ＪＡ全農ちばは千葉県産きゅうりの消費拡大に取り組んでまいります。

※ＪＡあいち経済連の「西三河冬春きゅうり部会」が「良いきゅうりの日」と制定していることから、４月19日は除きます。

いいきゅうりの日

第45回 千葉県フラワーフェスティバル 開催
主催：千葉県フラワーフェスティバル実行委員会 協賛：そごう千葉店・JA全農ちば

澤光青果（新浦安店）澤光青果（新浦安店）

（敬称略）（敬称略）

賞　　名 部門１ 品目名 品種名 受賞者名 市町村 所属組合（団体）名

農 林 水 産 大 臣 賞 切花１ スターチス イエローサンバード 柴
しば

山
やま

　明
あき

彦
ひこ

南房総市 ＪＡ安房花卉部
富浦支部

全国農業協同組合連合会
千 葉 県 本 部 長 賞

切花１ ストック マリンカルテット 桜
さく

井
らい

　一
かず

行
ゆき

館山市 神戸花卉
生産組合

毎月19日※は
い
・
いき

・
ゅうりの日

11  99日
2018年に登録！
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＼ほんの一例です／

ＪＡタウンＪＡ全農ちば 愛情いちばん館
ＪＡ全農インターネット通販

ＪＡタウン“ＪＡ全農ちば 愛情いちばん館”では、産地自慢の
「ちばの味」を全国へ産地直送でお届けしています。
贈り物やご自宅用に是非ご利用ください。主な取扱商品

千葉県産農畜産物のご贈答・お取り寄せなら

野菜・果物・お肉・農産物加工品・海の幸・お花等様々な商品を取り揃えております。

https://www.ja-town.com/shop/c/c3401/

JAタウン「JA全農ちば 愛情いちばん館」ショップ

窓 口 全国農業協同組合連合会  千葉県本部  園芸部  園芸直販課※御電話での注文は承っておりません、ご了承ください。
愛情いちばん館HP

  作 り 方  
❶ 鍋に分量の水を入れて火にかける。
❷ じゃがいも、にんじん、玉ねぎ、キャベツを食べやすい大きさ

に切って①に入れる。コンソメも入れて10分煮込む。
❸ 食べやすい大きさに切ったウインナーとフルーツ＆キャロット

ジュースを②に入れ、２分煮込む。仕上げにブラックペッパー
を適量ふって完成！

  材料（４人分）  
◦フルーツ＆キャロットジュース…　１本
◦水…　800㏄
◦じゃがいも… 　２個
◦にんじん… １/３
◦玉ねぎ… １/２
◦キャベツ… １/８
◦ウインナー… ３〜４本
◦コンソメ顆粒…　大さじ２
◦ブラックペッパー…　適量

ミネストローネ風ミネストローネ風

カロテンを多く含む緑黄
色野菜の ｢にんじん｣ に
４種の果物をミックスし
た、栄養と味のバランス
がとれた飲料です。
秋冬期に収穫された色が
濃く、甘味の強い千葉県
産のにんじんに、みかん・
りんご･パインアップル・
レモンの４種の果物をブ
レンドしています。

ねっとりとした食感が特
徴のべにはるか!!その甘
さに思わずうっとり♪
さつまいもの栽培に適し
た肥沃な北総台地でのび
のびと育ったさつま芋に
は沢山のおいしさが詰
まっています。 収穫後
１ヶ月以上貯蔵すること
で、でんぷんが糖に変わ
り甘さが増した「べにはるか」をお届けします！

フルーツ＆キャロットジュース JAかとり『多古のべにはるか』ねっとり食感！
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フルーツ＆キャロットで簡単！！

大決算セール

実施中！



「アグリ情報ちば」の宛名・送付先の変更や送付の停止をご希望の方は、ＪＡ全農ちばホームページの
お問い合わせページにご住所・お名前を明記のうえご連絡ください。
新規お申込みをご希望の場合は、お電話にて承ります。

お問い合せは　JA-SS・農機センター　までお願いします。
注：オイルを取扱っていないJAおよびJA-SSもございます。事前にご確認ください。

※古いオイルはエンジンやギアの寿命を縮めるだけでなく、パワー不足、燃費の低下につながります。
※２サイクルスーパーマルチ（FD）は特別価格の対象外です。

営
農
用

営
農
用
オ
イ
ル
特
別
推
進
期
間

オ
イ
ル
特
別
推
進
期
間

２
０
２
５

➡2月4月まで

アグリ情報“ちば”に係る
個人情報の取り扱いについて
　組合員の皆さまからご提供いただきました個人情
報は、「アグリ情報“ちば”」送付の目的にのみ使用
いたします。

発行／全国農業協同組合連合会千葉県本部　令和７年１月15日発行（毎月１回15日発行）　通巻第175号
編集・発行部署／管理部　総合企画課
〒260-0031　千葉市中央区新千葉３－２－６　電話043－245－7360　FAX043－247－9715

お知らせ
　ＪＡ全農ちばは、「アグリ情報“ちば”」が生産者の
皆さまとの情報交換の場となるよう努めて参ります。
　身近な話題、ご意見、ご要望などございましたら、
下記連絡先までお寄せください。

JA全農が提供するラジオ番組

JA全農ちば
公式Instagram

JA全農ちば
公式HP

送付先の
変更・停止

13:00～13:55 毎週土 生放送
全国の農畜産物をプレゼントします。

23:00～23:06 毎週木
農業について一緒に楽しく学びましょう。

15:50～16:00 毎週木
生産者の声や開発の道のりなど商品の魅力を紹介します。

２サイクル
スーパーマルチ（FD）
（25倍・50倍兼用）

●前（FC）規格より清浄性能向上
●ピストンやプラグの汚れを
　大幅に低減。
●優れた耐焼き付き性能。

新規格
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